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県央会場

科目 ⑫学校・地域との連携

◆ 教育現場に限らず、子どもたちを見守り、育てていく環境は年々厳しくなってきてい

ると感じました。学校や地域との連携はとても重要であると実感し、今できることをコ

ツコツと積み重ね、互いのことを知り、信頼関係を築いていくために活動内容を話し合

い、伝えていく努力を継続していきたいです。地域コーディネーターの存在を知ること

ができましたが、人数が少ない事実を知ることができたので、連携がスムーズに行える

ためにも様々な情報収集や研修に参加していきたいです。

◆ 小学校や幼稚園等と連携を図っていくだけでなく、地域との連携を図っていく大切さ

を学びました。その中で地域コーディネーターや地域学校協働活動推進員という初めて

聞いた言葉も出てきたので、どんな活動をしているかを知っていきたいと感じました。

今回グループ毎に話し合いをし、他の放課後児童クラブで働く方の話を聞くことができ

ました。このような話し合いや情報交換できる場を大切にしていきたいです。

◆ 学校の抱える問題は複雑化していて、解決するためには様々な機関との連携が必要だ

ということを学びました。コミュニティスクールや地域コーディネーター等、聞き慣れ

ない言葉を学び、そのような言葉を周知していける大切な役割を担っているということ

を改めて実感しました。その際には必要な情報と秘密情報を見極める必要性があるので

注意していきたいです。

◆ この科目では、学校や地域との関わり方の重要性を学びました。学校や地域とつなが

りを共有していくことで、地域全体で子どもたちの学びや成長を一緒に支えていくこと

の大切さを知ることができました。地域コーディネーターの存在もあまりよく知らなか

ったので、連携をとり、活用していきたいと思います。他の学童の方々ともお話ができ、

たくさん情報交換することができたのでよかったです。

◆ 放課後児童クラブを運営するにあたって学校や地域との連携がとても大切であると学

びました。人口減少の加速に伴い、地域コミュニティの維持が困難になるなど、課題が

複雑化している中でコミュニティスクールや地域学校協働活動の取り組みが実施されて

いることを知りました。また、秋田県内は全国と比較して、コーディネーターや推進員

の数が少ない現状で更なる認知が必要ということを学びました。また、今回グループワ

ークで他事業所の現状等も聞けてよかったです。


